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安全にお使いいただくために 


この取扱説明書の表示は、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損書を未 
然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は;欠のよラになっています。内容をよく 
理解してか日本文をお読みください。 


表:のの居;味 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を 
术しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷書を負ラ可能性び想定される内容および物的損 
害のみの発生び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A 

A 記号はミ主意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるちのです。 



0記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 

處 

• 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか日なけ）び描かれています。 


A 警告 



万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、乂災-感電の原因と 
なります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか日巧いてください。煙 
び出なくなるのを確認して販売店またはティアック修理センターに修理をご依頼ください。 

运 

万一、機器の内部に異物や水などび入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグ 
をコンセントから巧いて、販売店またはティアック修理センターにご連絡ください。そのまま使用す 
ると乂災-感電の原因となります。 


万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから巧いて、販売店またはティアック修理センターにご連絡ください。そのま 
ま使巧すると乂災-感電の原因となります。 


電源コードび傷んだ日（お線の露出、断線など）販売店またはティアック修理センターに交換をご依 
頼ください。そのまま使用すると乂災-感電の原因となります。 

〇 

電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物び付着している場合は、電源プラグを巧いてか日乾 
いた布で取り除いてください。そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 


この機器を設置する場合は、壁から 20 cm しソ上の間隔をおいてください。また、放熱をよくするために、 
他の機器との間はかし離して置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器の天面か日] U し U 上、 
背面か日] 0 cm じ(上のすさまをあけてください。内部に熱びこちり、乂災の原因となります。 

0 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。表示された電源電圧（交流100ボルト） L ソ外の電圧で 
使用しないでください。また、船舶などの直流 （ DC ) 電源には接続しないでください。火災•感電 
の原因となります。 

この機器の隙間などから内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、落とし込んだりしない 
でください。乂災•感電の原因となります。 
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を全にお使いいただくために 


A 警告 


0 

電源コードの上に重いちのをのせたり、コードび本機の下敷にならないよラにしてくださし、コード 
に傷びついて、火災•感電の原因となります。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりし 
ないでください。コードび破損して、火災•感電の原因となります。 


この機器のカバーは絶対に外さないでください。感電の原因となります。内部の点検-修理は販売店 
またはティアック修理センターにご依頼ください。 


この機器を改造しないでください。乂災-感電の原因となります。 

® 

この機器の上に花びんや水などの入った容器やルさな金属物を置かないでください。こぼれたり、中 
に入った場合火災-感電の原因となります。 


A 汪思 


處 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか日あさ、機器間の接続コー 
ドなど外部の接続コードを外してか日行ってください。コードび傷つさ、火災-感電の原因となるこ 
とびあります。 

旅行などで長期間、この機器をご使用にならないとさは、安全のため必ず電源プラグをコンセントか 
ら巧いてください。 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントか日巧いて行ってください。 

〇 

オーディオ機器、スピーカーなどの機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電 
源を切り、説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを使用してください。 

電源を入れる前には音量を最ルにしてください。突然大さな音び出て聴力障書などの原因となること 
びあります。 

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに容易に手び届くよラにしてください。 

0 

次のよラな場所に置かないでください。乂災、感電やけびの原因となることびあります。 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所 
-湿気やほこりのをい場所 
-ぐ日ついた台の上や傾いた所など不安定な場所 

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被ふくび溶けて、乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。 

電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張らないでください。コードび傷つさ、乂災•感電の原 
因となることびあります。必ずプラグを持って巧いてください。 

A 

已年に一度く日いは機器内部の掃除を販売店またはティアック修理センターにご相談ください。内部 
にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと乂災や故障の原因となることびあります。特に、湿 
気のをくなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃除費用についてはご相談ください。 

麵) 

濡れた手で電源プラグを巧さ差ししないでください。感電の原因となることびあります。 
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安全にお使いいただくために 


電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用しています。誤った使用による発熱、発乂、液漏れなどを避けるため、1;(下のを意事項を必 
ず巧ってください。 


Atfa 馈電池に関する警告) 


0 乾電池は絶対に充電しないでください。 

乾電池の破裂、あちれにより、火災•けびの原因となります。 


A 巧女/ +■ 

胃胃（電池に関する警告) 



電池を入れるとさは、極性表示（プラス®とマイナス©の向さ）にを意し、電池ケースの表示されて 
いるとおりに正しく入れてください。 

間違えると電池の破裂、液ちれにより、火災、けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 

Q 

保管や廃棄をする場合は、他の電池や金属製のちのと接触しないよラに、テープなどで端テを絶縁して 
ください。 


使い終わった電池は電池に記載された廃棄方法、ちしくは各巿町村の廃棄方法に従って捨ててください。 


指定じ(外の電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池、または種類の違ラ電池を憑 
だて使用しないでください。 

電池の破裂、あちれにより、乂災、けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 


電池を金属製のル物類と一緒に携帯、保管しないでください。電池びショートして液ちれや破裂など 
の原因となることびあります。 

0 

電池は、加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れないでください。 

電池の破裂、液ちれにより、火災、けびや周囲をミち損する原因となることびあります。 

液びちれた場合は、電池ケースについた液をよく拭さ取ってか日新しい電池を入れてください。 

液び目に入った時には失明の恐れびありますので、目をこす日ずにすぐにされいな水で洗ったあと、 
ただちに医師にご相談ください。液び体やあ服に付いた時は皮膚の怪我-やけどの原因になるのでき 
れいな水で洗い流したあと、ただちに医師にご相談ください。 


電池の挿入や交換は、本機の電源を切った状態で行ってください。 


長時間使用しないとさは電池を取り出しておいてください。 

電池か日液びちれて乂災、けび、周囲を巧損する原因となることびあります。 

ちし液びちれた場合は、電池ケースについた液をよくおさ取ってか日新しい電池を入れてください。 


分解しないでください。 

電池内の酸性物質により、皮膚やを服を損傷する恐れびあります。 
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第 1 章はじめに 


このたびは、 TASCAM Compact Disc Player CD-20 日をお買 
いあげいただきまして、誠にありびとうございます。 

ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しい取 
り扱いち法をご理解いただいたラえで、末をくご愛巧くださいます 
よラお願い申しあげます。お読みになったあとは、いつでわ見5れ 
るところに保管してください。 

また取扱説明書は、弊社ウェブサイト （http://www. ね scam, 
jp/) か5ダウン□ー ドすることびでさます。 


本機の概要 


• 才ーディオ CD (CD-DA) の他に、 WAV あ式、 MP3 あ式のフ 
ァイルを収録したデータ CD (CD-ROM) の再生び可能。 

• CD-R、CD-RW ディスクの再生び巧能。 

• 2U、 曰 A ラックマウントサイズ。 

♦ アナ□グ出力 （RCA) およびデジタル出力（コアキシャルおよ 
びオプティカル）を装備。 

• へッ ドホンによるモニターび可能。 

• テンキーを装備したワイヤレス U モコンを付属。 

• CD テキストおよび103タグに対応し、艾字情報（アーティスト 
名、アルバム名、トラック名など）の表示び巧能。 

• 3種類の再生モード（連続、シャッフル、プ□グラム)。 

• U ピート再生機能（シングルリピート、オール U ピート)。 

• ピッチコント□-ル機能け12.已％)。 

• イント□チェック機能。 

♦ データ C □のフオルダ再生機能。 

• 時間表示（オーディオ CD はトラック経過時間、トラック残時間 
または総残時間、データ CD は総経過時間）び可能。 

• 10秒の ショック プルーフメモリー(音飛びガード）を搭載。 


本製品の構成 


本製品の構成は下の通りです。 

なお開おは、本体に損傷を与えないよう慎重に行ってください。 
捆包箱とお包巧は後曰輸送するとをのために保管しておいてくだ 
さい。 

付属品び不足している場含や輸送中の損傷び見5れる場合、当社ま 
でご連絡くださし、。 

• 本体 1 

♦ ワイヤレスリモコン （R 巳- CD2 日日）1 


本書の表記 

本書では]^: TF のよラな表記を使いまず。 

♦ 本機およびか部機器のキ ー/ 端テなどを 「MENU キー」のよラに 
太字で表記しまず。 

♦ ディスプレーに表示される文字を "REPEAT" のよラに 
で括って表記します。 

♦「CD-DA」 形式のことを「オーディオ CD」 形式と表記する場含 
びおります。 

♦ MP3 オーディオファイルや WAV オーディオファイルを記録し 
た CD を「データ CD」 と表記します。 

♦必要に応じて追加情報などを、「ヒント」、「メモ」、惜意」とし 
て記載します。 



本磯をこのように使うことびできる、といったヒントを記載し 
ます。 



補足説明、特殊なケースの説明などをします。 


ミ主意 


指示を守らないと、人びけびをしたり、機器び壊れた0、デー 
夕び失われたりする可能性びある場合に記載します。 


商標に関して 

本 TASCAM はティアック株式芸社の登録商標です。 

ホ MPEG Layer-3 audio codin 畳 technolo 旨 y licensed from 
Fraunhofer IIS and Thomson. 

* その他、記載されている会社名、製品名、 n ゴマークは各社の 
商標または登録商標です。 


設置上の注意 


• 本製品の動作保証温度は摂氏日度〜3日度です。 

♦ 本製品は水平に設置してください。 

• 放熱を良くずるために、本製品の上には物を置かないでください。 

♦ パワーアンプなど熱を発生する機器の上に本製品を置かないで 
<ださし、。 


♦ 単3形乾電池 2 

• ラックマウントビスキット 1 

• 保証書 1 

♦ 取扱説明書（本書） 1 
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第 1 章はじめに 


♦ 本製品をラックにマウントする場合は、付属のラックマウント 
ビスを使って、下図のよラに取り付けてくださし、。 

なお、ラック内部では、本製品の上に 1 UULL のスペースを開け 
て < ださい。 



結露について 


本製品を寒い場所か5暖かい場所へ移動したときや、寒い部屋を暖 
めた直後など、気温び急激に変化すると結露を生じることびありま 
す。結霞したとさは約1〜2時間放置した後、電源を入れてお使い 
ください。 


♦ ディスクの清掃に、レコードクリーナー、帯電防止剤、ベンジン、 
シンナーなどの化学薬品を使巧することは絶巧お止めください。 
表面び変質して再生不能になる恐れびあ0ます。 

♦ ディスクにラベルなどを貼ることはおやめください。盤面にセ 
□八ン テープ やレンタル CD のシールなどをはがしたあとびある 
もの、またシールなどから糊びはみ出ているちのは使用しない 
でください。そのまま本製品にかけると、ディスクび取0出せ 
なくなったり、故障の原因となることびあります。 

• 市販の CD 用スタビライヴーは、絶巧に使用しないでください。 

再生できなくなった0、故障の原因にな0ます。 

• ヒビび入ったディスクは使用しないでください。 

♦ 八ートおや名刺お、八角形など特殊形状の CD は、機器の故障の 
原因になりますので使巧しないでくださし、。 



♦ し、くつかのレ]—ド尝社より「]ピーコント□-ル CD 」 と銘打 
った著作権保護を目的としたディスクび販売されています。こ 
れ5は CD 規格に則っていないディスクわ存在するため、本機で 
再生できない場合びあります。 


アフターサービス 


製品のお手入れ 


製品の'用れは、柔5かい巧でか5ぶきしてください。化学ぞラきん、 
ベンジン、シンナー、アルコールなどで拭かないでください。表面 
を痛めた0色落ちさせる原因となります。 


CD (コンパクトディスク）について 

本機は市販の音楽 C □のほかに、オーディオ CD ( CD - DA ) 形式で 
記録した CD - R や CD - RW ディスク、 MP 3 オーディオファイルある 
いは WAV オーディオファイルを記録した CD - R や CD - RW ディスク 
を再生することびでをます。また 8 cmCD の再生も可能でず。 


取り扱い上のま意 

♦ ディスクは、必ずレーベル面を上にして挿入してください。 

♦ ディスクをケースか5取0出すとさは、ケースの中むを押しな 
び5、ディスクの外周部分を手で挟むよラに持ってください。 

♦ 信号録音面（レーベルびない面）には触れないでください。 

指紋や脂などび付着していると、再生するとさにエラーの原因 
になることびあ0ます。 

• 信号録音面に指紋やほこ0びついた5、柔らかい巧を使って中 
むから外側に向かって軽く}式いてくださし、。 

ディスクのミちれは音質低下の原因とな0ますので、いつわされ 
いに清掃して保管してください。 


• この製品には保証書を別違添付してお0まず。保証書は所定事項 
を記入してお渡ししておりますので、大切に保管してくださし、。 

• 保証期間はお買い上げ曰よ 0] 年です。保証期間中は記載内容 
によりティアツク修理センターび修理いたします。ただし、業 
務用製品の場含は、保証期間内であってち使用]，日0日時間を超 
えた場合は有償にな0ます。その他の詳細につさましては保証 
書をご参照ください。 

♦ 保証期間経過後、または保証書を提示されない場合の修理などに 
ついては、お買い上げの販売店またはティアツク修理センターな 
どにご相談ください。修理によって機能を維持できる場合は、お 
客さまのご要望により有料修理いたします。 

♦ 万一、故障び発生し修理を依頼される場含は、次の事項を確認 
の上、ティアツク修理センターまでご連絡ください。 

• 型名、型番 （ CD - 20印 
• 製造番号 （Serial No .) 

•故障の症状（でさるだけ詳しく） 

• お買い上げ年月日 
• お買い上げ販売店名 

♦ お問いをわせ先につさましては、巻末をご参照くださし、。 
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第 2 章各部の名称と働き 


フ□ントパネル 



① POWER スイッチ 

電源をオン/オフします。 

(D ディスクトレー 

OPEN/CLOSE キーを押してディスクトレーを開け、ディスク 
のセット/取0出しを巧います。 

ディスクトレーを開じるとさは OPEN/CLOSE キーを押します。 

③ OPEN/CLOSE キー 

ディスクトレーを開閉しまず。 

④ PLAY/READY+- 

停止中または一時停止中に巧すと再生を開始します。 

再生中に押すと一時停止状態になります。 

感 STOP キー 

再生を停止します。 

(6) SEARCH ◄◄[!◄◄] 

短く押すと手前のトラックにスキップします。 

押し続けると早戻しサーチを行います。 

③ SEARCH ►►[►►!] 

短く押すと次のトラックにスキップします。 

押し続けると早送りサーチを行います。 

(8) PHONES ジャック/つまみ 

PHONES ジャックにステレオへッドホンを接続します（ステレ 
才標準ホンジャック）。 PHONES つまみを使って、 PHONES 
ジャックから出力される CD 再生音のボ U ュームを調節します。 


® ディスプレー 

各種情報を表示します。 

@ D 旧 PLAY キー 

このキーを押すと、ディスプレーの^イン表示部に現在表示され 
ている情報（再生時間や文字情報）の種類び2秒間表示されます。 
その 間に再び このキーを 押すと、表示情報の種類び切り換わりま 
す。表おでさる情報の種類はディスクの種類や動作状態によって 
変わります。（^2日ぺージ「時間や艾字情報の表示」） 

® PLAY MODE / INTRO CHECK キー 

短く巧すと、再生モードび切り換わります。再生モードには連 
続、シャッフルおよびプ□グラムの3種類びあります（一]7 
ページ「再生モード」）。長く押すと、イント□チェック機能び 
動作します。（一22ページ「イント□チェック」） 

@ REPEAT キー 

U ピート再生を行ラには、このキーを押してシングルリピート 
またはオールリピートを選択します。 U ピート再生を解除する 
ときにもこのキーを巧します。（一 2] ページ「リピート再生」） 

® FOLDER ◄ / ►+— 

データ CD をセットしているとさにこれ5のキーを押すと、再生 
対象となるフォルダび切り換わ0ます。 "ALL" を選ぶことによ 
って全フォルダを再生対象にすることわできます。（一]7ぺ一 
ジ「フオルダ再生（データ CD のみ)」） 


(9) PITCH CONTROL スイッチ/インジケータ/つまみ 
円 TCH 仁 ONTROL スイッチを使って CD のピッチコント □— 
ル機能のオン/オフを巧います。オンにするとインジケーター 
び点灯します。つまみを使って再生ピッチを調節します（+ 
12.己％)。（一 2] ページ「ピッチコント□ー ル」） 


® リモコン受光部 

付属のワイヤレスリモコン （ RC - CD 2 日日）の信号を受信します。 
U モコンを使用するときは、 U モコンの先端をこち5に向けて 
操作してください。 
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第 2 章各部の名称と働さ 


リアパネル 



® ANALOG OUTPUT (UNBALANCED ) 端モ 

巳□のち生信号をアナ□グ出力しまず（一 lOdBV )。 

⑩ DIGITAL OUTPUT (COAXIAL ) 端モ 

巳□のち生信号を S/PDIF フォー マツトでデジタル出力します。 

⑩ DIGITAL OUTPUT (OP'HCAL ) 端モ 

C □の再生信号を S / PDIF フォーマツトでデジタル出力します。 
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第 2 章各部の名称と働き 


ワイヤレスリモコン （ RC - CD 20 0) 



①テンキー 

CD 再生時やプ□グラム入力時のトラック番号指定に使います。 

③ D 旧 PLAY キー 

このキーを押すと、ディスプレーの^イン表示部に現在表示され 
ている情報（再生時間や文字情報）の種類び2秒間表示されます。 
その 間に再び このキーを 押すと、表示情報の種類び切り換わりま 
す。表おでさる情報の種類はディスクの種類や動作状態によって 
変わります。（一2日ぺージ「時間や文字情報の表示」） 

感 PLAY MODE / INTRO CHECK キー 

短く巧すと、再生モードび切り換わります。再生モードには連 
続、シャッフルおよびプ n グラムの3種類びあ0ます（一17 
ページ「再生モード」）。長く巧すと、イント n チェック機能び 
動作します。（一23ページ「イント□チェック」） 

④ FOLDER ◄ / ^キー 

データ CD をセットしているとさにこれらのキーを巧すと、再生 
対象となるフォルダび切り換わります。 " All " を選ぶことによ 
って全フォルダを再生巧象にすることをできます。（一]7ぺ一 
ジ「フオルダ再生（データ CD のみ)」） 


感ィィ/…キー 

短く押すと手前のトラックにスキップします。 
巧し続けると早戻しサーチを行います。 

(6) ►►!/ ►►キ ー 

短く押すと次のトラックにスキップします。 
押し続けると早送りサーチを行います。 

③ OPEN/CLOSE キー 

ディスクトレーを開閉します。 


(8) PROGRAM EDIT キー 

プ n グラムの設定、確認、編集を巧ラときに使います。（一]8 
ページ「プ n グラム再生」） 

(9) REPEAT キー 

U ピート再生を行ラには、このキーを押してシングル U ピート 
またはオール U ピートを選択します。 I 」ピート再生を解除する 
ときにもこのキーを巧します。（一 2] ページ 「 U ピート再生」） 

⑩ STOP キー 

再生を停止します。 


⑩ PLAY/READY+- 

停止中または一時停止中に巧すと再生を開始します。 
再生中に押すと一時停止状態になります。 
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第 2 章各部の名称と働さ 


ディスプレー 


① ③③ ④ ⑥ 


SHL 

INT 

FFLEIREPEAT ALL 

Ro MEMORY n h n 

I u u u 

iiii 



⑥ 

①シャッフル表示 

シャッフル再生モード時に " SHUFFLE " び点灯します。 

③リピート再生モード表示 

オールリピートのとを "REPEAT ALL "、 シングル!」ピートの 
とき " REPEAT " び点灯します。 

感イント□チェック表示 

イント□チェック機能びオンのときに点灯しまず。 


® プ□グラム再生表示 

プ□グラム再生モード時に " MEMORY " び点灯します。 

プ□グラム設定時は点滅します。 

感フォルダ番号表示 

データ CD をセットしている場合、フオルダ再生時はフオルダ番 
号を表示し、ディスク（全フォルダ）再生時は " ALL " を表示 
します。才ーディオ CD をセットしている場含、 " cd " を表示し 
ます。 

(6) メイン表示 

トラック番号/時間表示または文字情報表示を行います。また本 
機の状態 （" OPEN "、" CLOSE "、" TOC * READ " など）や 
ッセージ （" NOD 旧巳"など）の表示も行います。 

8文字を超えるちのはスク□ール表示します。 


* TOC : Table Of Contents =ディスクに書かれている®情報 
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第 3 章準備 


接続する 




へッドホンの接続 

フ□ントパネルの PHONES 端テにステレオへッドホンを接続しま 
す。ボ U ュームは PHONES つまみで調節します。 


が部オーディオ機器の接続 

本機の出力をアナ□グ信号またはデジタル信号で、外部のアンプ 
やミキサーなどに送ることびできます 。 ANALOG OUTPUT 端子 
旧 CA ピン端テ）か5はアンバランスのアナ□グ信号び出力され、 
DIGITAL OUTPUT 端 テからは S / PDIF フォーマツ トのデジタル 信 
号び出力びされます 。 DIGITAL OUTPUT 端テはコアキシャルと 
オプティカルの2種類び用意されていますので、接続する機器に合 
わせて使います。 


ミ主意 


• デジタル接続する場含は、コアキシャル、またはオプティカル 
のどち5か一方で巧ってください。 

• デジタルダビング時は本機にセットしたディスクの再生準備び 
完了してか5レコーダーの録音を開始するよラにしてくださし、。 
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第 3 章準備 


リモコンを準備する 


乾電池の入れ方 


リモコン使用上のま意 

• 赤外線によりコント□—ルする他の機器を使用時に、本機の U 
モコンを操作すると、その機器を誤動作させることびあります。 
• リモコンはし^(下の範囲内でご使用くださぃ。 



1.裏側のふたを開けます。 

吕 .®、 ©の向さにま意して、単3形乾電池を2本挿入します。 
3. ふたを閉めます。 


乾電池の交換時期 

操作範囲び狭くなったり、操作キーを巧しても動作しない場合は、 
2本同時に新しい乾電池に交換してください。 


乾電池についてのま意 


リモコン受光部 



乾電池を誤って使巧すると、液ちれや破裂などの原因となることび 
あります。乾電池のミ主意表示、および本書4ページをよくお読みく 
ださい。 


動作距離 

正面： 7メートル巧 


左ち15度し U 内： 7 メー トル内 
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第 4 章 CD の再生 


再生可能なディスク 


本機は、1；(下のファイル/ディスクを再生することびできます。 

• CD-DA (オーディオ CD) お式のディスク 

市販の音楽 CD や、オーディオ CD 形式で作成した CD - R 、 CD - 
RW ディスクを再生できます。 

本書ではこれ5のディスクを「オーディオ CD 」 と呼びます。 

♦ CD-ROM (データ CD) 形式のディスク 

MP 3 ファイルや WAV ファイルを収録したディスクを再生でき 
ます。 

本書ではこれ5のディスクを「データ CD 」 と呼びます。 



再生可能な MP 3 ファイルは、ヴンプ U ング周波数 32 l < Hz / 
44.1 kHz /48 kHz 、 ビットレート 32 kbps 〜32日 kbps または 
V 巨 R (巧変ビットレート）のファイルです。 

再生可能な WAV ファイルは、サンプ U ング周波数 SkHz 〜 
48 kHz 、8 bit / l 色 bit のファイルでず。 


ミ主意 


MP 3 ファイルの圧縮ち式が VBR のファイルについて 

V 目 R のファイルはフオーマット上の制約によ0正確な位置検出 
びでをません。そのため、トラック途中でのポイント設定び必 
要になる機能を本機で行ラ場含、設定時のポイントと再生を開 
始するポイントで若干のズレび生じることびあります。 


データ CD のフオルダとトラックについて 


本機はデータ CD 上の各オーディオファイル （ WAV または MP 3) 
を「トラック」として扱いまず。データ CD の中には、通常のパソ 
コンのファイルの扱いと同じように、ファイルをフォルダに収納 
しているものびあります。さらに、いくつかのフォルダをまとめ 
て]つのフォルダに収めるといった、複数階層構造のわのわあり 
ます。 

本機では、各フォルダにフォルダ番号を付けて管理します。フォル 
ダ番号は、階層の浅いフォルダか5階層の深いフォルダ（サブフォ 
ルダ）に向かってゆく方向で割り当て5れます。データ CD のルー 
卜にオーディオファイルびある場含は、ルートち]つのフォルダと 
して扱います。 

また、各オーディオファイルにはトラック番号を付けて管理します。 
トラック番号は、フォルダ番号の若いフォルダ内のファイルか5順 
に割り当て5れます。 

データ CD を通常再生すると、オーディオ CD と同じように、トラッ 
ク番号順に再生されます。 

すぐ下の階層にオーディオファイルび収納されていないフォルダに 
はフォルダ番号び割り当て5れません。たとえば下図のよラな構成 
のディスクの場合、フオルダ己の上の階層のフオルダには番号び割 
り当て5れません。 



〈データ CD の構成例> 
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第 4 章 CD の再生 


CD をセットするには、本体または U モコンの OPEN / CLOSE キー 
を押してディスクトレーを開き、ラベル面を上にしてディスクをの 
せます。 

再度 OPEN / CLOSE キーを押して、ディスクトレーを閉じます。 
ディスクをセットすると本機びディスクの情報を読み取り、オーデ 
ィオ CD の場合は総トラック数と総再生時間、データ CD の場合は力 
レントフオルダの総トラック数を、デイスプレーに表示します。 



OMNICLOSE 


PLAV/REACJY STOP SE が CH M 


H 回曰日円日 I 


• 心 T MOM 

, ■ INTRO ctCCK R げな T \ Muen > 

© © © © © 


o 


o 


OPEN/CLOSE キー 


OPEN/CLOSE 

DISPLAY MODE REPEAT 徽 … 

□ □ □ □ 


TASCAM RC-CD200 

CD-200 REMOTE CONTROL UNIT 


OPEN/CLOSE 年一 


上記で OPEN/CLOSE キーを押 してディスクトレーを閉じる巧 
わ0に PLAY / READY キーを押すと、ディスクトレーを閉じて 
再生び始まります。 


本磯を使用中にディスクトレーを開くと、の設定び消去さ 
れます。 

• プ□グラム 

• カレントフオルダ（データ CD の場合） 


政下の説明では、必要な接続を終え、本磯の電源びオンになってし、 
て、 CD (オーディオ CD またはデータ CD ) びセットされているこ 
とを前提にしています。 

巳□の再生を始めるには、本体または U モコンの PLAY/READY 
キーを押します。 



• 再生を停止ずるには： 

本体または U モコンの STOP キーを巧します。 

• 再生を一時停止ずるには： 

本体または U モコンの PLAY / READY キーを押します。 

なお、この取扱説明書では、特に断5ないかざり、再生モードび 
連続再生モードに設定されているわのとして説明しています。 （ - 
17ページ r 再生モード」） 



FOLDER STOP 

ロロ □ 

ロロ 


PLAV/REABY 

a 


12 3 4 

□ □□口 

S 6 7 8 

□ □ □ □ 
g 0 

□ □ _ 


CD をセツトする 


再生する 


ミ主意 


4a aa 

fa 7 口 

2尸□。口 

1 a 5a fa 
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第 4 章 CD の再生 


トラックを選ぶ 


トラックを選ぶ方法には、前後のトラックに移動する方法（スキッ 
プ）と、トラック番号を直接指定する方法びあります。 


前後のトラックにスキップずる 


本体の SEARCH ^/*> ( l ◄◄/► n ) キーまたはリモコンのサー 
チ（◄ィ/!◄◄、 ►►!/►►) キーを 押します。 

トラツクを選択した體、本体または U モコンの PLAY / READY キー 
を押すと、トラックの再生び始ま0ます。 




〇 


圆固白[白回 


〇 


麵附 

© © © © 

E, > 

© 


1 

」 



SEARCH イイ/►►キー 


サーチ 



トラック番号を指定ずる 

U モコンのテンキー （0 〜 9) を使用して、再生するトラック番号 
を直接指定することびでさます。 

トラック番号はオーディオ CD の場合は最大2巧、データ CD の場合 
は最大3巧です。 

1. リモコンのテンキー （0 〜日）を使って、トラック番号を入力し 
ます。トラック番号は高い巧の数字か5順に入力します。 



12 3 4 

ロロ ロロ 

5 6 7 8 

□ ロロ □ 

9 0 

□ 口 


PLAY 

DISPLAY MODE RE 

OPEN/CLOSE 

PROGRAM 
EAT EDIT 

口 -S 〔 

〕 □ 

a a 

a 

ロロ 


Ti^SCAM RC-CD200 
CD-200 REMOTE CONTROL UNIT 


了 ンキー （0 〜 9) 


■トラック1を指定ずる場合： 

1 キーを 1回押す。 

■トラック12を指定ずる場合： 

1キ- *■ 2キーの順に巧す。 

2. 本体または U モコンの PLAY / READY キーを押します。 

選択したトラックの再生び始まります。 

本体または I 」モコンの STOP キーを押すと、トラック番号入力 
表示び消えて、元の表示に戻ります。 



プ□グラム、シャツフルモード時はテンキーを使ったトラック 
指定びでさません。 


早送り/早戻しサーチ 


音声を聞さなび5トラック内を早送り/早戻しサーチすることびで 
をます。 

1.希望のトラックを再生または一時停止にします。 

2•本体の SEARCH イイ/ ►► (I キーまたはリモコン 
のサーチ（イイ/!◄◄、 ►►!/►►) キーを押し続けます。早送 
0/早戻しサーチび始まります。 

3.サーチを止めるには、押し続けているキーを離します。サーチ 
を始める前の状態（再生または一時停止）に戻0ます。 
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第 4 章 CD の再生 


フオルダ再生（データ CD のみ) 


再生モード 


データ CD の場含、指定したフオルダ （= カレントフオルダ）を再 
生範囲にすることびでをます。1；(下に説明する方まで再生するフオ 
ルダを指定することびでさます。ただし "ALL" を指定することに 
よ0、ディスク全体を再生範囲にすることびでをます。 


フオルダを選ぶ 



FOLDER ► キー 


' 

\ 

pni npp イ /k 十 

_ ( 


12 3 4 

ロロ ロロ 

5 6 7 8 

ロロ ロロ 

S 0 

□ □ 

OPEN/CLOSE 

• PLAY PROGRAM 

DISPLAY MODE REPEAT EDIT 

□ □ □ □ 

FOLDER 'I STOP 

rULU じ I \ ， / P づ 

、 

むな ろ 

--- PLAY/READY 

>■»(♦> >"l 

ロロ ロ 

^i^SOAM RC-CD200 
CD-200 REMOTE CONTROL UNIT 
- ン 


データ CD の場合、本体またはリモコンの FOLDER ◄/► キーを 
押すことによって、前後のフォルダにスキップすることびできます。 
それぞれ、手前または次のフォルダの先頭トラックの冒頭にスキッ 
プします。なおキーを押したままにすると、次々とフオルダをスキ 
ップします。 



フオルダのスキップに従ってカレントフオルダび切り換わり 
ます。 


本機はの3種類の方法（再生モード）で、トラックを再生する 
ことびでさます。 

連続再生（初期設定） 

ディスク上のトラックを番号順に再生します。 



データ CD でフオルダ再生モード時は再生中のフオルダ内の卜 
ラックを番号順に再生します。詳しくは「フオルダ再生（デー 
夕 CD のみ)」 （17 ページ）をご覧ください。 


シャッフル再生 

ディスク上のトラックを、トラック番号に関係なくランダムに再生 
します。全トラックの再生を終えると停止します。 



データ CD でフォルダ再生モード時はカレントフォルダ内の卜 
ラックをランダムに再生します。（一17ページ「フォルダ再 
生（データ CD のみ)」） 


プ□グラム再生 

プ□グラムした順序でトラックを再生します。詳しくは「プ□グラ 
ム再生」 （18 ぺージ）をご覧ください。 


再生モードを選択ずる 

本体またはリモコンの PLAY MODE / INTRO CHECK キーを巧 

すたびに、再生モードび切り換わります。ただし、再生中に押す 
と、連続再生とシャッフル再生の間で切り換わります。プ□グラム 
再生を選択するには、停止中または CD びセットされていないとを 

に PLAY MODE / INTRO CHECK キーを押してください。 

デイスプレーに、現在選ばれているモードび次のよラに点灯します。 



PLAY MODE/ 
INTRO CHECK キー 
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第 4 章 CD の再生 


プ□グラムを設定ずる 

プログラムび設定されていない場含、下の手順でリモコンを使つ 
てプ□グラムを設定することびでをます。 


• 本体か5のプ□グラムの設定はできません。 

• 現在の再生モードにかかわ日ず、いつでちプ□グラムを設定す 
ることびでをます。 

• ディスクトレーを開くとプ□グラムび消去されます。 

1. 停止中に PROGRAM EDIT キーを押します。 


OPEN/CLOSE 

• PLAY PROGRAM 

DISPLAY UODE REPEAT EDIT 

□ □ □ & 


TASCAM 

CD-200 REMOTE Cl 


REMOTE CONTROL UNIT 


PROGRAM 
EDIT キー 


プ□グラム再生 


プ□グラム再生を行うには、再生モードをプ□グラム再生モードに 
してか5プ□グラムを設定するか、あるいは、あ日かじめプ□グラ 
ムを設定してか5プ n グラム再生モードにします。（一17ぺージ 
「再生モードを選択する」） 

プ n グラム再生 モー ド中、本体または U モ コンの PLAY/READY 
キーを押すと、設定しているプ□グラムの]曲目（プ□グラム 
ステップ" 01") から順に再生を行います。本体の SEARCH 
(!◄◄/►►!) キー または U モ コンの ヴーチ（ ◄ ィ/!◄◄、 
►►!/►►) キーを巧すと、手前/次のプ□グラムステップにスキッ 
プします。 

プ□グラム再生モードでは停止中にプ□グラム数と総プ n グラム時 
間び表示されます（データ CD の場合、総プ n グラム時間び表示さ 
れません)。 


MEMORY f 

CO 

弓化 -3 つ 


PLAY MODE / 
INTRO CHECK キ ー - 


選択した再生モードは、電源を切ってち保持されます。 


• PLAY MODE / INTRO CHECK キーを押した直後、ディス 

プレーのメイン表示部にち選択したモードび次のよラに表示さ 
れます。 

連続再生モード選択時： CONTINUE 
シャッフル再生モード選択時： SHUFFI_E 
プ□グラム再生モード選択時： PROGRAM 

• 本取扱説明書では、特に断らないかざり、連続再生モードび選 
おされている前提で説明を行いまず。 


o o 

ろ 

□ □ 

PLAV/HEADY 

a 


TASCAM RC-CD200 
CD-200 REMOTE CONTROL UNIT 


FOLDER STOP 

口ろ ろ 

PLAY/HEADY 

ロロ ロ 



ディスプレー 

再生モード 

占の" 

……1、 AJ 

連続再生 

SHUFFLE 

シャッフル再生 

MEMORY 

プ□グラム再生 


。口 s 口 
3 口，口 

j ~ 尸口。口 

-a sa .0 
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第 4 章 CD の再生 


プ□グラム設定モードにな0、プ□グラムび未設定の場含は、 
プ□グラムステップ "01" にトラックを登録できる状態になり 
まます （" MEMORY " 点滅)。 


MEMORY n n 

/ I 、 u u 

n-n n 

U-IJ u 


[オーディオ CD の場合] 


MEMORY 

/ I \ 


日日 


[データ CD の場含] 



プ□グラムびすでに設定されている場合、プ□グラムステップ 
"01" に登録されているトラック番号と再生時間び表示されま 
す。（一19ページ「プ□グラムを確認する」） 

をテンキーまたはサーチ （ィィ / !◄◄、 ►►!/►►) キーを使つ 
て、プ n グラムステップ " or に登録するトラックを選びます 

(" MEMORY " とトラック番号び点滅)。 

テンキーを使った場合、左の巧から順に入力されます。 


プログラムステップ 



トラック番号 再生時間 


[オーディオ C □の場を] 



[ データ CD の場を] 



• データ CD の場合、テン キー またはヴーチ （◄◄/!◄◄ 、►►!/►►) 


キーを巧してか51秒 iU 上経過すると、ディスプレーびフアイ 
ル名表示に切り換わ0ますび、プ□グラムの設定は巧能です。 


• トラックを選択した状態で STOP キーを押すと、トラック選択 
びキャンセルされ、再びトラックを選択できる状態に戻ります。 


3. PROGRAM EDIT キーを押します。 

選んだトラックびプ n グラムステップ "01" に登録され、次の 
プ□グラムステップを登録でさる状態にな0ます。 



4.上記手順2.と3.を繰り返して、希望のトラックを順次、登録し 
ていをます。 


己.プ□グラム設定を終えた5、次のプ□グラムステップにトラッ 
クを登録できる状態のときに再度 PROGRAM EDIT キーを巧し 
ます。 

プ n グラム設定モードを終了します。 



• 同じトラックを繰り返し登録することも巧能です。 

• 次のプ□グラムステップにトラックを登録でさる状態のとさに 
STOP キーを押すと、プ□グラムびすべて消去されます。 

• 10日曲じ(上を登録しようとすると、エラー方ッセージ "PGM 
FULL " び表示されます。登録できるのは目日曲までです。 


プ□グラムを確認ずる 

プ□グラムの内容を確認することびできます。 

1. U モコンの PROGRAM EDIT キーを押して本機をプ□グラム設 
定モードにします。 

ディスプレーにプ□グラムステップ "01" に登録されている卜 
ラック番号と再生時間び表示され（ただしデータ CD の場合は再 
生時間び表示されません)、 " MEMORY " び点滅します。 


プログラムステップ 


I 

!? 

\ I / • 

MEMORY n 1 

/ 1、 LI t 

弓：日ら 

I 

h ラック番号 

I 

再生時間 


吕 . PROGRAM EDIT キーを巧すたびに、次のプ□グラムステップ 
の登録トラック情報び表示されます。 


MEMORY 广| -• 

/ I 、 U 〔 

つ 4:3 4 


3. 最禮のプ□グラムステップを表示中に PROGRAM EDIT キーを 
押すと、トラックを登録できる状態（トラック番号表示びなく、 
" MEMORY " び点滅している状態）になりまず。 


MEMORY 广| H 

/ I 、 Lf 1 

! 弓 : S I 


4.再度 PROGRAM EDIT キーを押すと、プ□ブラム設定モードを 
終了します。 
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第 4 章 CD の再生 


プ□グラムトラックを差し替える 

すでに登録されているトラックを差し誓えることびでをます。 

1. U モコンの PROGRAM EDIT キーを押して本機をプ□グラム設 
定モードにします。 

吕.上記「プ□グラムを確認する」に従い 、 PROGRAM EDIT キー 
を押して、トラックを差し誓えたいプ□グラムステップを表示 
します。 

3. テンキーまたはスキップ（ィ ◄/ w ^、►►!/►♦) キーを使つ 
て希望のトラックを選択し 、 PROGRAM EDIT キーを押します。 
差し誓えび完了し、新たなプ□グラムステップにトラックを登 
録できる状態になります。 

4. 再度 PROGRAM EDIT キーを押してプ□グラム設定モードを終 
了します。 


プ□グラムトラックを追加ずる 

設定されているプ n グラムの最渡に、トラックを追加することびで 
をます。 

1. リモコンの PROGRAM EDIT キーを巧して本機をプ□グラム設 
定モードにします。 


吕 . PROGRAM EDIT キーを巧していって、新たなプ□グラムステ 
ップにトラックを登録できる状態 （ トラック番号表示びなく、 
" MEMORY " び点滅している状態）にします。 

3.テンキーまたはスキップ（◄ィ/!◄◄、 ►►!/►►) キーを使っ 
て追加するトラックを選択し 、 PROGRAM EDIT キーを押しま 
す。 


4. このが態で、手順3.と同じ操作を行うと、さ5にトラックを追 
加することびでをます。あるいは PROGRAM EDIT キーを巧す 
と、プ□グラム設定モードを終了します。 


プ□グラムを消去ずる 


設定されているプ n グラム全体を消去することびでをます。 

1. リモコンの PROGRAM EDIT キーを巧して本機をプ□グラム設 
定モードにします。 


2. PROGRAM EDIT キーを押していって、新たなプ□グラムステ 
ップにトラックを登録できる状態（トラック番号表示びなく、 
" MEMORY " び点滅している状態）にします。 

3. STOP キーを押します。 

ディスプレーに "- CLEAR -" を表示してプ□グラムび消去され 
た後、プ□グラム未登録時のプ□グラム f 受定モードになります。 



上記の化に、ディスクトレーを開いた場合わプ□グラムび消去さ 
れます。 


時間や文字情報の表示 


ディスプレーに表おされる時間表示や文字情報の内容を選択するこ 
とびでをます。 

本体またはリモコンの D 旧 PLAY キーを押すと、ディスプレーのメ 
イン表示部に現在表示されている情報（再生時間やで字情報）の種 
類び2秒間表示されます。その間に再び DISPLAY キーを巧すと、 
表示情報の種類び切り換わります。 

なお、セットしているディスクの種類や状態、および本機の動作状 
態によって、切0換わる表示情報の種類び異なります。 



D に PLA 丫キー 


D に PLAY*- 


广 

\ 

\ 


12 3 4 

□ □口 □ 

5 6 7 6 

□ □ □ □ 

9 0 

□ □ 

DISPLAY MODE REP 

OPEN/ 己 LOSE 

PROGRAM 

1 —1 C _1 (— 

ID CD 

a a 

□ □ 

亡） 

PLAY/READY 

TASCAM 

CD-200 REMOTE CO 
、 ' - 

RC-CD200 
NTROL UNIT 

ン 


CD テキストを含むオーディオ CD 

停止中は、「総時間ーアルバムタイトルーアルバムアーティス 
卜の順に切り換わ0ます。 

再生中/一時停止中は、「トラック経過時間-^トラック残時間-^ 
総残時間-^トラックタイトル-^トラックアーティスト-^」と切 
り換わります。 


CD テキストを含まないオーディオ CD 

停止中は、総再生時間を表示します。 

再生中/一時停止中は、「トラック経過時間-^トラック残時間-^ 
総残時間^」の間を切0換わ0まず。 

データ CD 

停止中は「総トラック数ーアルバムタイトル（カレントフオルダ)」 
の間を切0換わ0ます。 

再生中/一時停止中は「トラック経過時間ータイトルーアーティ 
スト^ファイル-」の間を切り換わります。 
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第 4 章 CD の再生 



• D 旧 PLAY キーを押してか52秒間、ディスプレーのメイン表示 
部に、現在選択中の表示情報の種類び下のよラに表示されま 
す。 

トラック経過時間： "ELAPSED" 

トラック残時間： "REMAIN" 

総残時間：" T REMAIN" 

アルバム/トラックタイトル： "TITLE" 

アルバム/トラックアーティスト： "ARTIST" 

ファイ ルネー ム： "FILENAME" 

• ディスプレーに表示される文字情報は、データ CD の場合は103 
タグ情報、オーディオ CD の場含は CD テキスト情報です。これ 
5の情報びディスクやファイルに記録されていない場合や情報 
に表示できない文字び含まれている場合は "N0 TITLE" (タイ 
トル情報のとを）か "N0 NAME" (アーティスト情報のとき） 
と表术します。 

• オーディオ CD でのプ□グラム再生モード中は、プ□グラム全体 
の経過時間や残時間を表示します。 

• 表示内容の設定は、電源を切っても保持されます。 


リピート再生 


シングルリピート（デイスプレーに "REPEAT" が点な）： 

選択したトラックび繰0返し再生されます。 

オールリピート（デイスプレーに "ALL" と "REPEAT" 
が点口）； 

全トラック*を繰り返し再生します。 

ホデータ CD のフォルダ再生時はフォルダ内の全トラック。プ□グ 
ラム再生時はプ□グラム内の全トラック。 

オフ（無点な）： 

U ピート再生しません。 

リピート再生をオフにずるには： 

ディスプレーの "ALL" と "REPEAT" び消灯するまで、本体ま 
たはリモコンの REPEAT キーを巧します。 



• 再生中にリピート再生をオンにした場をは、そのまま再生を続 
け、最後まで再生すると先頭に戻って再生を続けます。停止中 
にオンにした場合は、 PLAY/READY キーを押すとリピート再 
生び始まります。 

• U ピート機能のオン/オフ設定は、電源を切っても保持されます。 


選択トラックあるいは全トラックを、繰り返し再生することびでき 


ます。 

本体またはリモコンの REPEAT キーを押して、 U ピートモードを 
1；(下の中か5選択することびでさます。 


{ 、 


〇 


H 曰曰日日日 


〇 


驅1 m 

◎ ◎ 《 


〇 


REPEAT 



REPEAT キー 


ピッチコント□ール 


CD のピッチ（音の高さと再生の速さ）を変えて再生することびで 
きます（ピッチコント□ール再生)。 

ピッチコント□ール再生を巧うには、政下の操作を行います。 


町田 / CLOSE _ 化 "'" 

圆區 

〇 'c 


PITCH CONTROL つまみ 
PITCH CONTROL キー 
PITCH CONTROL インジケーター 


〇 


cd-200 


设 

◎ 


n 


巧 



1 .本体の PITCH CONTROL キーを押して、ピッチコント□-ル 
再生をオンにします。 

PITCH CONTROL キー左上のインジケーターび点灯します。 

吕.本体の PITCH CONTROL つまみを使ってピッチを設定します。 
— 12.5%〜十] 2.己％の範囲で設定することびできます。 

♦ ピッチコント□ール再生をオフにずるには： 

本体の 円 TCH CONTROL キーを押します。 

PITCH CONTROL インジケーターび消灯し、ピッチコント□—ル 
再生びオフにな0ます。 


ミ主意 


• 再生中にピッチコント □- ル再生のオン/オフを切り換えると、 
再生音が一瞬途切れることびあります。 

• データ CD ( MP 3、 WAV ) をピッチコント□-ル再生すると、 
再生音び途切れる場合びあ0ます。 
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第 4 章 CD ①再生 


PLAY MODE / 
INTRO CHECK キー 


PLAY MODE / 
INTRO CHECK キ ー- 


0 PEN/CLOSE 


DISPLAY MODE REPEAT EDIT 

a a 


TASCAM RC-CD200 

CD-200 REMOTE CONTROL UNIT 


イント□チェック中に本体の SEARCH ィィ/ (I 
キーまたは U モコンのサーチ（◄ィ/!◄◄、 ►►!/►►) キーを 
短く押すと、前後の曲へスキップします。 

イント□チェックを停止するには STOP キーを押します。 


FOLDER STOP 

□ □口 

PLAV/READY 

□ □ □ 


イント□チェック 


再生中あるいは停止中に本体またはリモコンの PLAY MODE / 
INTRO CHE 仁 K キーを長く}甲すと、 " INTRO " び/な灯してリ又録さ 
れている個々の巧の冒頭の部分 （1 日秒間）だけを次々と再生しま 
す。イント n チェック中にもう1度本体または U モコンの PLAY 
MODE / INTRO CHECK キーを長く押すと、 " INTRO " び消灯し 
て通常の再生モードに戻ります。 



，尸口 
fa .0 .□ 
1 尸尸口 
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第日章メッセージー覧 


動作メッセージ 


本機の動作に応じて、ディスプレーのメイン表示部にし: TF のメッセージび表示されます。 


メッセージ 

メッセージ 
点巧/点滅 

巧客 

対応方法 

- CLEAR - 

点灯 

プ□グラムをすべて消去しました。 


CLOSE 

点灯 

ディスクトレーを閉じています。 


NO DISC 

点灯 

ディスクびありません/ディスクを検出できませ 
んでした。 


NO FILES 

点灯 

ディスクに再生可能なファイルび]つちありませ 

MP 3, WAV ファイルの記録されたディスクをセットし 

ん。 

てください。 

NO NAME 

点灯 

表示可能なアーティストデータ/ファイルデータ 
びあ 0 ません。 

表示でさるで字情報は 7 bit ASCII 相当の文字のみです。 

NO TITLE 

点灯 

表示可能なタイトルデータびあ 0 ません。 

表示でさるで字情報は 7 bit ASCII 相当の文字のみです。 

OPEN 

点灯 

ディスクトレーび開いています。 


TOC READ 

点灯 

TOC 情報を読み込んでいます。 



警告メッセージ 


操作を受け付けない場合、し U 下のような警告メッセージを表示します。警告メッセージは約2秒間表示された後、自動的に消えます。 


メッセージ 

メッセージ 

点な/点滅 

内容 

対応方法 

N 0 PGM 

点灯 

プ□グラムび設定されていません。 

プ□グラムを設定してください。 

PGM FULL 

点灯 

プ□グラムには 1 日日曲];(上登録でをません。 

プ□グラムステップの追加登録をあを 5 めるか、または 
プ□グラムを消去してか 5 登録し直してください。 


エラーメッセージ 


UTF のエラーメッセージび表示されたとをは、対応方法を参考に原因を解消してください。それでち改善しない場含は、ティアック修理セン 
ターにご相談ください。 


メッセージ 

メッセージ 

点な/点滅 

巧客 

対応方法 

COMM ERR 

点滅 

CD ドライブとの通信びでさません。 

ティアック修理センターにご相談ください。 

COMM ERR 

点灯 

CD ドライブとの通信でエラーび発生しています。 

ティアック修理センターにご相談ください。 

DEC ERR 

点灯 

サポートかのファイルであるか、ファイルを再生 
でさません。 

ディスクを交換してください。 

DISC ERR 

点灯 

T 日 C やファイルシステムび読み出せないか、フ 
オーカス調整びでさません。 

ディスクク U —ニングするか、交換してください。 

DRV ERR 

点灯 

CD ドライブの八ードウエアび故障しています。 

ティアック修理センターにご相談ください。 

READ ERR 

点灯 

巧にアクセスでさません。 

ディスクク U —ニングするか、交換してください。 
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第目章トラブルシューティング 


本機の動作びおかしいときは、修理を依頼する前にもラー度、下記の点検を行ってください。それでも改善しないときは、お買い上げ店また 

はティアック修理センターにご連絡くださし、。 

• 電源が入 S ない 
i 

• 電源プラグびしっか0と差し込まれていますか？ 

• リモコンか5操作でをない。 
i 

• リモコンの電池び入っていないか、消属していませんか？ 

• 音が出ない。 
i 

• モニターシステムとの接続をち ラー 度確認してくださし、。 

• アンプの音量や設定を確認してください。 

• 雑音がずる。 
i 

• 接続ケーブルび接触不良になっていませんか？ 

• CD を再生でをない。 
i 

• MP 3 ファイルを収録したデータ CD の場合、本機び対応してい 
るビットレートであるかどうかを確認してください。 

• ディスクに傷やよごれび付いていませんか？ 

• データ CD を全部再生できない。 
i 

• フオルダ再生モードになっていませんか？ 
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第 7 章仕様 


定格 


♦再生ディスク 

CD-DA (12 cm / Scm )、 CD-ROM (1 吕 cm /8 cm ) 倍096曰0 
LEVEL 1 /吕 / ROMEO/JOUET format ( CD - R / CD-RW 
□ ISC 対応） 

• MP 3 再生仕様 
共通 

音靑モード： STERE 0/ J 0 INT STEREO/DUAL CHANNEL / 
M 0 N 0 /VBR 

• MPEG 1 Audio Layer III ( MP 3) 

-ヴンプ U ング周波数： 32 kHz /44.1 kHz /48 kHz 
-ビットレート： 32 kbps 〜 320 kbps 

• WAV 再生仕様 

サンプ U ング周波数： 8 kHz / 11 .02 己 kHz / 1 2 kHz / 1巨 kHz / 

吕 2.0 己 kHz / 吕 4 kHz /32 kHz /44. 1 kHz /48 kHz 
量子化ビット数：如け/1巨 bit 

• 才ーディオ CD 再生仕様 

サンプ I 」ング周波数： 44.1 kHz 
量モ化ビット数：1加け 
チャンネル数：吕チャンネル 

• 才ーディオ特性 

周波数特性： 20 Hz 〜吕 OkHz ±1.己 dB 

S/N 比： 90 dBl；Lh (吕 OkHz LPF + A - weighted ) 

歪率 （ THD + N ) : 0.01%1ソ下 

(IkHz : 20 kHz LPF ) 

ダイナミックレンジ： 90祀ムツ上 

チヤンネルセパレーシヨン： 90 d 日 JiLh ( IkHz : 1 kHz BPF ) 

• ANALOG OUTPUT [ UNBALANCED ] 端モ 

コネクター： RCA ピンジャック 


-般 


•電源： 100 VAC . 曰〇〜目 OHz 
♦ 消費電力：11 W 

♦ 夕 I お寸法： 48 ] X 目4.已 X 298 mm (幅 x 高さ x 契行き） 

♦ 質量； 4.2 kg 
♦ 動作温度： 曰〜3日で 
♦ 設置時愼斜： 巳度！;^内 

ホ取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあります。 

ホ製品の改善により、仕様およびが観び予告なく変更することび 
おります。 


基準出カレベル：一 lOdBV 
最大出カレベル：十色服 V 
出カインピーダンス： 2日日 n 

♦ PHONES 端モ 

へッドホン出力 

コネクター：ステレオ標準ホンジャック 
定格出力： 20 mW 十2日 mWULL 

( CDM 0 NIT 日 R 時、 THD+N 日. 1% L 化320負荷) 


• DIGITAL OUTPUT [ COAXIAL ] 端子 

コネクター： RCA ピンジャック 

対応信号フォーマット： IEC -60 日日 8-3 民生用規格準拠 

( S / PDIF ) 

出カインピーダンス： 7曰〇 


• DIGITAL OUTPUT [ OPT に AL ] 端子 

コネクター：オプティカル 

対応信号フォーマット： IEC -60 目日 8-3 民生用規格準拠 

( S / PDIF ) 
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この製品の取り扱いなどに関ずるお問い合わせは 

タスカムカスタマーサポートまでご連絡ください。お問い含わせ受付時間は、±•曰-祝 
曰.弊社休業曰を除く]ひ0日〜12:00/13:0日〜17:日0です。 


タスカムカスタマーヴポート T 206-8530 東京都多摩市落含147 

01 20 - 152-854 

携帯電話 - PHS • IP 電話などか5はフリーダイヤルをご利巧いただけませんので、通常の 
電話番号（下記）にお掛けください。 

電話： 042-356-91 37 / FAX : 042 -3 曰 6-9 18曰 

故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± ■曰-祝曰-辟社休業曰を除く目:30〜17:日日です。 


テイアツクイ度理センター〒1日日- 1 232 東京都西を摩郡瑞穂町長岡 2 - 2 - 8 


菌 

巿内 iB 奇扫で OK 

ナヒブ Y 巧レ® 


一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

0570 - 000-501 


ナビダイヤルは全国どこか5お掛けになってを市内通話料金でご利用いただけます。 
PHS ’ lP 電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の電話番号（下記) 
にお掛けください。 

新電電各社をご利用の場含、「日己7日」びナビダイヤルとして正しく認識されず、「現在、 
この電話番号は使われてお0ません」などのメッセージび流れることがあ0ます。 

このよラな場合は、ご契約の新電電各社へお問い含わせいただくか、通常の電話番号（下記) 
にお掛けください。 

電話： 042-556-2280 / FAX : 042-曰曰 6-2281 

■ 住所や電話番号は I 予告なく変更する場をびあります。あ5かじめご了承ください。 


ティアック株式を社 


〒2日目-8曰3日東京都多摩市落含 1-47 

http :// www . tascam . jp / 


Printed in China 



